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局所凸線型位相空間における多目的計画法〔ll〕

南 正　義

1．　まえがき

　本論文では，拙著〔1〕によって定式化されたDubovitskii－Milyutin型

の多目的計画問題を通常の凸計画問題に限定じて，関数が連続かつ凸である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じが必ずしもGateaux微分可能でない場合を考える。

　この場合には，劣微分形式（subdifferential　formula）によって表現された

一般化Kuhn－Tuckerの条件が弱Pareto最適解（弱非劣解）のための必要十

分条件になることを示すことができる。

　結果の厳密な証明は別の論文に譲ることにする。

2．　弱Pareto最適解のための必要十分条件

　XをHausdorffの分離公理を満足する実係数体上の局所凸な線型位相空間

とする。

　X上に定義されたn個の連続な実数値凸汎関数g、，g2，…，9nに対して，

52∫＝｛x∈X：9i（x）≦0｝（i＝1，2，…，　n）とする。

　Xの位相的双対空間X＊の元h。および実数値α。に対して，h（x）＝h。（x）

＋α。，x∈Xとし，ノL＝｛x∈X：h（x）＝0｝とする。

　更に，X上に定義されたm個の連続な実数値凸汎関数fi，　f2，…，　fmによ

り定まるXからm次元ユークリッド空間Rmへの写像をf＝（fi，　f、，…，　fm）

で表わす。

　　　n　9＝D【9，A／1とするとき，9の元x。が（9，　f）の弱Pareto最適解で
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あるとは，fi（x）＜f‘（x。）（i＝1，2，…，　m）を満足する9の元xが存在

しないことである。

　このような弱Pareto最適解の存在を問題にする。

　ここで次のことを仮定する。

正則性の仮定（Slater’s　constraint　qualification）：

9i（x）＜O（i＝1，2，…，　n）かつh（x）＝・0を満足する点x∈Xが存在す

る。

　このとき，次の主要定理を得る。

〔定理〕

　x。εΩが（9，f）の弱Pareto最適解であるための必要十分条件は，適当な

ん≧0（i＝1，2，…，m）（ただし，（A，，A，，…，λ彿）キ（0，0，…，0）），

μゴ≧0（ノ＝1，2，…，n），ン。εR1と適当なyi∈∂fi（x・）注（i＝1，2，・…

m），Z」・e∂gゴ（x。）注（ブ＝1，2，…らn）が存在して，次の関係式が成り立つ

ことである。

　　m　　　　　　　　　　　n

（1）ΣAigti＋Σμゴる＋y・h・＝0＊
　　i＝1　　　　　　ゴ＝1

　　カ〉つ　μゴg（Xo）＝0　（ブ＝1，　2，…，　n）

　ここに，0＊はX＊の原点とする。

注：X上で定義された実数値凸汎関数fおよびx。εXに対して，すべての

xεXについて，f（x）－f（x。）≧φ（x－x。）が成り立つようなφ∈X＊の全体

をfのx。における劣微分（subdifferential）といい，∂f（x・）で表わす。

上の主要定理は拙著〔1〕の定理2と次の補助定理を用いて証明される。

〔補助定理〕

fをX上で定義された連続な実数値凸汎関数とし，x。∈Xとする。

このとき，
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　　　　　　K＝｛xεX：f’（Xo；x）＜0｝キ0

ならば，

　　　　　　K°＝｛初：A≧0，9∈∂f（x。）｝

が成り立っ。

　ここに，〆’（x。；x）は関数〆のx。におけるxの正方向の微分を表わし，K°

は集合Kの極集合（polar　set）を表わし，②は空集合を表わすものとする。

　この補助定理は有限次元ユークリッド空間の場合におけるY．Censor〔4〕

の結果をそのまま無限次元空間に拡張したものである。

　主要定理における条件（1）が次の条件（2）と同値であることは容易に示すこと

ができる。

（2）鍛n［菖嫌）＋激μ・9・（x）＋y・・h（x）］一か細

　かつμゴgゴ（Xo）＝0（ブ＝1，2，…，　n），　h（Xo）＝0，　Xo∈9
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